
２０２３年度 平内町医療職修学資金貸与制度募集要項

この制度は、将来平内中央病院において医療職として勤務する意思を有する者に対し、修学に必要な資金

を貸与して、平内町における地域医療の充実に必要な医療職の養成及び確保を図ることを目的としています。

募集の概要については以下のとおりです。

１．応募受付

○応募条件 ： 次の（１）から（４）までの要件の全てを満たす方です。

（１）将来、平内中央病院において常勤の医療職として勤務する意思を有している方

（２）学校教育法に規定する大学（大学院は除く。）、高等専門学校、専修学校及び各種学校のうち次の

各号に掲げる職種を養成する施設（以下「養成施設」とします。）に在学する方

①医師

②看護師

③薬剤師

（３）他制度により医療機関及び薬局等において、業務に従事することにより返還を免除されている修

学資金その他これに類する資金の貸与を受けていない者

（４）貸与決定後に、貸与された修学資金に対する連帯保証人を立てられる方（連帯保証人は連帯債務

の返済資力が認められる方とします。）

○募集定員 ： 医 師 １名

看護師 若干名

※今年度薬剤師の募集はありません。

○貸付期間 ： 任意の月から養成施設の卒業月まで（正規の修業期間に限る）

○貸付金額 ： 医 師 月額３０万円以内

看護師 月額１０万円以内

○応募書類 ： 次の①～⑨の書類をご提出ください。（指定様式は当院HPからダウンロードできます）

①平内町医療職修学資金貸与申請書（指定様式）

・修学資金の受取口座となる本人名義の預金通帳の表面及び名義のフリガナのついた面を複写したも

のを添付してください。

②在学証明書

・養成施設に在学中の方は在学証明書を提出してください。

・養成施設入学前の方は、養成施設の合格通知書の写し及び入学許可書に類する書類の写しを提出す

るとともに、養成施設入学後に医療職としての資格を履修する課程に在学する者であることを証する

書類を提出してください。

③養成施設における学業成績を証する書類

・養成施設における修業年数が１年に満たない方は、卒業した高等学校における学業成績を証する書

類を提出していただきます。

④履歴書（指定様式）

⑤住民票の写し

⑥面接調書（指定様式）

⑦誓約書（指定様式）

⑧連帯保証人の印鑑証明書、所得課税証明書及び納税証明書

※税金の滞納のある方は、連帯保証人になることができません。



※連帯保証人のうち、1人は申請者と生計を別にする者としてください。また、申請者が未成年の

場合、連帯保証人のうち１人は申請者の法定代理人としてください。

⑨他制度により修学資金その他これに類する資金の貸与を受けている、又は貸与を受けることが決定

している方は、その貸与金額及び償還期間等がわかる書類

○応募期間 ： 随時受付を行い、募集定員を満たした時点で終了となります。

〇応募方法 ： 郵送又は当院総合受付へ直接持参提出

・直接の場合の受付時間は「午前８時３０分から午後５時００分」までです。

（土、日曜日及び祝日を除く）

・郵送の場合は封筒に「修学資金貸与申込書在中」とご記入ください。

○応 募 先 ： 〒039-3321 青森県東津軽郡平内町大字小湊字外ノ沢１番地１

平内中央病院 総務課 ℡：017-755-2131（内線109）

２．選考方法

提出された書類の審査と平内中央病院での面接により決定します。

３．修学資金の振込日

毎月２０日

その日が土日祝日に当たるときは、その日前において直近の土日祝日でない日。

※振込通知は送付いたしませんので、各自通帳での確認となります。

４．修学資金の貸与の契約解除、停止等

（１）修学生が次のいずれかに該当した時は契約解除となり貸与した修学資金を返還していただきます。

① 養成施設を退学したとき。

② 死亡したとき。

③ 傷病、疾病等のため卒業の見込みがなくなったと認められるとき。

④ 学校成績又は素行が著しく不良となったとき。

⑤ 修学資金の貸与を受けることを辞退したとき。

⑥ 養成施設を卒業後、病院の医療職として勤務しなかったとき。

⑦ 病院に貸与の対象となった職種として勤務できなくなったとき。

⑧ その他、修学資金の貸与の契約を解除することが適当であると認められるとき。

（２）修学生が次のいずれかに該当した時は修学資金の貸与が停止または一時保留されます。

① 養成施設から停学の処分を受けたとき。（停止）

② 養成施設を休学したとき。 （停止）

③ 正当な理由がないのに、学業成績表を提出しないとき。（一時保留）

５．修学資金の返還

原則として、修学資金は貸与期間満了後の一定期間内に返還していただきます。

◆返還期間…その事実が発生した月の６か月を経過した日の属する月から、修学資金の貸与を受けた

期間の２分の１に相当する期間内

◆返還方法…「毎月返還」又は「一括返還」

◆返 還 額…貸与された修学資金を返還月数で割った均等額

◆繰上返還…毎月の返還額×返還月数で繰上返還が可能です。

◆延滞利息…返還期日まで返還いただけなかった場合、延滞利息を返還債務に加算いたします。

・期限日の翌日から２か月を経過する日まで 年7.3%か日銀が定める基準割引率＋4％

・納期限日の翌日から２か月を経過する日以降 年14.6％



６．修学資金の返還猶予

修学生が次のいずれかに該当したときは修学資金の返還を猶予いたします。

① 卒業と同時に当院に就職し、医療職として業務に従事しているとき。ただし、職種が医師の場合

は、卒業後研修医の期間を終了と同時に病院に医師として就職し、業務に従事した場合とする。

② 心身の故障、災害その他やむを得ない事由により修学資金の返還が一時的に困難であると認めら

れるとき。

７．修学資金の返還免除

修学生が次のいずれかに該当した場合、返還を全額又は一部免除されます。

（１） 修学生が医師の場合、養成施設を卒業後１０年以内に当院に就職し、その後修学資金の貸与を受

けた月数に相当する期間を超えて、当院において業務に従事したとき。

（２） 修学生が薬剤師又は看護師の場合、養成施設を卒業後直ちに当院に就職し、修学資金の貸与を受

けた月数の２倍の月数に相当する期間を超えて、当院において業務に従事したとき。

（３） 災害その他やむを得ない事由により修学資金を返還することができないと認められるとき。

（４） 修学生が当院に医療職として勤務している期間中の業務に起因して死亡したとき。

８．異動と届出

修学生は毎年学業成績表を毎年４月１５日までに提出していただきます。

また、次のいずれかに該当する場合は、その内容を証する書類を添えて、修学生身分等変更届を提出して

いただきます。

（１） 氏名又は住所を変更したとき。

（２） 退学したとき。

（３） 修学に堪えない程度の心身の故障を生じたとき。

（４） 休学したとき、又は停学の処分を受けたとき。

（５） 復学したとき。

（６） 連帯保証人の氏名、住所又は職業に変更があったとき。

（７） 修学資金の貸与を辞退しようとするとき。

９．留意事項

・修学生は、平内中央病院に採用されることが確約されているわけではありません。

・平内中央病院が実施する職員採用試験を受験して合格するとともに、各職種の国家試験に合格すること

が条件になります。

・医師については、当院が標榜する診療科である内科、外科などを志望される方を優先いたします。



≪申込みから貸与までのスケジュール≫ ≪貸与終了から返還までのスケジュール≫

●医師の場合

卒業後、研修医の期間終了と同時に

●薬剤師・看護師の場合

書類選考通過

当院で医師として

勤務する

当院で医師として

勤務しない

医師免許取得後、１０年以内に

平内中央病院に勤務

一定期間勤務した場合・・・【全額返還免除】

修学資金の返還（修学資金の貸与を受

けた期間の２／１の期間内）

●修学資金申込

申込期限：随時受付（定員まで）

（申込者→平内中央病院）

●面接案内送付

面接日：随時設定させていただきます。

（平内中央病院→申込者）

●面接選考

面接により貸与予定者を決定・通知

（平内中央病院→貸与予定者）

●契約書類送付

修学資金貸与契約書など手続きに関する案

内を送付

（平内中央病院→貸与予定者）

●契約書類提出

修学資金契約書等を提出

（貸与予定者→平内中央病院）

●奨学金振込開始

修学資金の貸与者の口座に振込（毎月２０日）

（平内中央病院→貸与予定者）

卒業後、直ちに当院で

貸与期間の２倍の期間以上勤務した

場合・・・【全額返還免除】

修学資金の返還（修学資金の貸与を受

けた期間の２／１の期間内）

勤務する 勤務しない


